
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日にち 令和７年 ２月１１日（火）建国記念日 

時 間 

場 所 

共 催 

13 時～17 時（１2 時 30 分 受付開始） 

沖縄県教育委員会 

問い合わせ先 
琉球大学 

(発達支援教育実践室： 

     教育学部・教職センター） 

電話/FAX：098(895)8428 

メール：sien@w3.u-ryukyu.ac.jp 

主 催 琉球大学(発達支援教育実践室： 

            教育学部・教職センター） 

 

学ぶこととケアすることを同時にめざす教育と支援 

～共生社会の実現に向けた多様な背景を持つ子どもの「参加」を大切にした実践～ 

対 象 
教育，保育，福祉に携わる皆様，保護者の皆様，

関心のある皆様どなたでもご参加いただけます。 

裏面に➡ 

プログラム 

琉球大学 文系講義棟２階 215 教室 
       ※当日は北口（宜野湾口）をご利用下さい  

＜共生社会の実現に向けた教育実践とトータル支援報告会＆シンポジウム＞ 



《プログラム》 
 

センター長 挨拶                   上地 完治（琉球大学教職センター長 教授） 

       

セミナー主旨 トータル支援事業：共生社会の実現に向けた多様な子どもたちの生きるかたち 
               ―ともに育ち、学ぶことを通して― 

                         浦崎 武（琉球大学大学院教育学研究科 教授） 

 

多様な背景を持つ子どもへのインクルーシブ教育実践 

浦崎 武（トータル支援事業チーム 琉球大学大学院教育学研究科 教授） 

大城 麻紀子（トータル支援事業チーム       沖縄県立盲学校 教諭） 

鈴木 陽子（トータル支援事業チーム   うるま市立平敷屋小学校 教諭） 

宜志富 裕（トータル支援事業チーム   うるま市立あげな小学校 教諭） 

 

事業報告 
ともに育ち、学びへと「向かう力」を育む取り組み、多様な学校種や関係機関との連携協働による学び 

 

実践報告 
多様な障害のある児童の主体的に活動しようとする力を育む実践 

－重複障害を併せ持つ視覚障害児の向かう力を育む活動を通して ― 
大城 麻紀子（トータル支援事業チーム 沖縄県立盲学校 教諭） 

 

☆コメント                岸本 琴恵（琉球大学大学院教育学研究科 教授） 
 

学ぶこととケアすることを同時にめざす実践 
  

実践報告 
「安心」「つながり」を大切にした「自己存在感」を育む教育実践 

                             宮國 貴史（金武町立金武中学校 教諭） 

基調講演 

実践事例から学ぶインクルーシブ授業づくり 

－学びとケアの同時追求をめざすには－ 
  

   岸本 琴恵（琉球大学大学院教育学研究科 教授） 

 

シンポジウム 
多様な背景を持つ子どもの「参加」を大切にした 

共生社会の実現に向けた教育と支援 
 

ファシリテーター 浦崎 武（琉球大学大学院教育学研究科 教授） 

 

実践報告：話題提供 

みなみランドで楽しもう 

－多様な背景を持つ子どものそれぞれの楽しみを見つけ、良さを活かす「合同自立活動」の授業実践－ 
  石川 博昭（中城村立中城南小学校 教諭） 

又吉 怜奈（中城村立中城南小学校 教諭） 

新崎 康陛（中城村立中城南小学校 教諭） 

 

パネリスト ◎岸本 琴恵 （琉球大学大学院教育学研究科 教授） 

◎瀨底 正栄 （沖縄県情緒障害教育研究会 会長 南城市立馬天小学校 校長） 

◎大城 麻紀子（沖縄県立盲学校 教諭） 

◎宮國 貴史 （金武町立金武中学校 教諭） 




